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平成 24 年３月 17 日 

各      位 

 

会 社 名 日 本 証 券 金 融 株 式 会 社

代表者名 取 締 役 社 長   増 渕  稔

（コード番号 ８５１１  東証第１部）

問合せ先 執行役員総務部長  前田 和宏

（ T E L．０３－３６６６－３１８４）

 

 

持分法適用関連会社株式の公開買付けへの応募結果に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 24 年１月 31 日付「持分法適用関連会社株式の公開買付けへの応募および同社子会

社株式の取得に関するお知らせ」にて発表いたしましたとおり、株式会社エヌ・ティ・ティ・デー

タが本年２月１日から３月 16 日にかけて実施した、当社の持分法適用関連会社である株式会社  

ＪＢＩＳホールディングスの株式（コード番号 ３８２０）の公開買付けに応募し、その結果、所

有する株式会社ＪＢＩＳホールディングス株式の一部を売却することとなりましたのでお知らせ

いたします。なお、株式会社ＪＢＩＳホールディングスは本売却後も引き続き当社の持分法適用関

連会社となります。 

 

記 

 

１．株式譲渡の概要（注） 

譲渡株式数 4,190,777 株  

譲渡価格 １株当たり 310 円  

譲渡金額 1,299 百万円  

譲渡期日 平成 24 年３月 23 日 

譲渡前の所有株式数 10,710,977 株 （所有割合 32.67％）  

譲渡後の所有株式数 6,520,200 株 （所有割合 19.89％）  

（注）当社の完全子会社である日本ビルディング株式会社（東京都中央区、取締役社長  

下村定）も本公開買付けに応募し、全所有株式（131,250 株）を売却いたしました。

譲渡株式数、譲渡金額および譲渡前の所有株式数には同社所有分を含みます。 
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２．当社業績への影響 

本件の実施に伴う当社業績への影響につきましては、平成 24 年２月６日に開示いたしま

した「平成 24 年３月期 第３四半期決算短信」平成 24 年３月期 業績試算値（連結・単体）

に記載のとおりでございます。 

具体的には、連結業績においては、主として当社における持分法投資損失（営業外費用）

の発生（本件公開買付けに伴い、株式会社ＪＢＩＳホールディングスが同社完全子会社であ

る日本証券代行株式会社株式を売却したことによる影響）により、連結当期純利益で約 16

億円の減益となる見込みであります。なお、当該減益要因により、連結当期純利益の試算値

は７億円を見込んでおります。 

また、個別業績においては、株式会社ＪＢＩＳホールディングス株式の売却益の発生によ

り、当期純利益は４億円の増加を見込んでおります。 

 

以  上 


